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障害の特性に応じた
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人間力 専門力 実践力 

〇利用者との信頼関係を構築することができ、深
い洞察力、利用者・家族、チームに対するコミュ
ニケーション能力を身に付けることができる 
〇利用者に対する共感的態度などの豊かな人間
性をもつことができる 

〇利用者の基本的人権を尊重する倫理観を持つ
ことができる 
〇専門職として必要な技術を身に付け、知識を知
恵に発展することができる 

〇利用者の望む生活を実現するために、課題解決
に向け寄り添い、実践することができる 
〇関連領域の基本的理解や、多職種との連携・協
働によるチームワーク力を身につけることがで
きる 
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介
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生
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程 

   

 

介
護
総
合

演
習 

  

 

 

介
護 

 
 

実
習 

    

人間力 

介護福祉士に

必要な知識・

技術を習得す

るために、

「人間と社

会」、「介

護」、「ここ

ろとからだの

しくみ」、

「医療的ケ

ア」の四領域

について学

び、あらゆる

介護場面に対

応できる応用

力を養うため

の介護実践へ

の教育を行う 

専門力 

利用者ニーズ

に応じた自立

生活を尊重し

た個別ケアの

実践と、高い

倫理性の保

持、感性を養

う教育を行う 

実践力 

利用者に最適

なサービスを

総合的に提供

できるよう、

多職種との連

携・協働によ

るチームケア

が実践できる

能力を身に付

ける教育を行

う 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発
達
と 

老
化 

  
 

 

認
知
症

の
理
解 

  

  

障
害
の

理
解 

    

こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
し
く
み 

 
 

 

 

医
療
的
ケ
ア 

医
療
的
ケ
ア 

   

 

特
設

科
目 

    

成長と発達 高齢者の健康 

認知症の理解 認知症のある人への支援 

障害の理解 

こころとからだのしくみの基礎 

移動・食事に関連した 

こころとからだのしくみ 

 

清潔・排泄に関連した 

こころとからだのしくみ 

 

睡眠・終末期に関連した 

こころとからだのしくみ 

医療的ケア各論 

ユニバーサルスポーツ 

豊かな感性を持ち、対人援助にふさわしい人 
介護福祉士に必要な知識・技術を学ぶことへの意欲がある人 
福祉分野に強い関心がある人 

アドミッションポリシー 

ディプロマポリシー 

人間の尊厳と自立 
人間関係と 

コミュニケーション 
チームマネジメント 

社会と生活のしくみ 社会保障制度 

国際理解と情報 

健康と生活 

キャリア形成実践 介護福祉学総論 

障害のある人への支援 

1. 尊厳と自

立を支えるケ

アを実践する 

 

2. 専門職と

して自律的に

介護過程の展

開ができる 

 

3. 身体的な

支援だけでな

く、心理的・社

会的支援も展

開できる 

 

4. 介護ニー

ズの複雑化・

多様化・高度

化に対応し、

本人や家族等

のエンパワメ

ントを重視し

た支援ができ

る 

 

5. ＱＯＬ（生

活の質）の維

持・向上の視

点を持って、

介護予防から

リハビリテー

ション、看取

りまで、対象

者の状 態の

変化に対応で

きる 

 

6. 地域の中

で、施設・在宅

に か か わ ら

ず、本人が望

む生活を支え

ることができ

る 

 

7. 関連領域

の基本的なこ

とを理解し、

多職種協働に

よる チーム

ケアを実践す

る 

 

8. 本人や家

族、チームに

対するコミュ

ニケーション

や、的確な記

録・記述がで

きる 

 

9. 制度を理

解しつつ、地

域や社会のニ

ーズに対応で

きる 

 

10. 介護職の

中で中核的な

役割を担う 

高い 

倫理性の保持 

目指す 

介護福祉士像 

介護の基本 

生活と介護 介護のリスクマネジメント 

介護サービスと地域連携 

介護の多職種連携 
介護の倫理と自立支援 

コミュニケーション基礎 コミュニケーション応用 

生活環境の支援技術 

移動の支援技術 

清潔の支援技術 

排泄の支援技術 

家事支援技術 

身じたくの支援技術 

休息・終末期の支援技術 

福祉用具活用と災害時支援 

介護過程基礎 

介護過程（高齢者） 

介護過程（障害者） 

介護過程（居宅） 介護過程統合 

介護総合演習（基礎） 介護総合演習（参加） 介護総合演習（総合） 介護総合演習（発展） 

介護実習（基礎） 介護実習（参加） 介護実習（総合） 

カリキュラムポリシー 

医療的ケア基礎 

医療的ケア総論 


